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「看護学科の新設」について進捗状況のご報告

会長　駒木根　由美子

会員の皆様には同窓会「桜樹」の運営にご協力いただき誠にありがとうございます。
このたびの会報で、看護学科新設の進捗状況をご報告させていただきます。
1． 平成 25年より、評議員をはじめ有志の方々および会員の皆様のお力を借り、「看護学科の新設」に向けて以下の
活動を行ってきました。
（1）医学部長・看護専門学校長・医学部事務局長のご意見を伺った。
（2）他大学で看護学科開設経験者の学科長と面談を行いアドバイスを受けた。
　①看護学科開設時に必要となる教員確保に努めた。
　②「看護学科新設」について桜樹会員の署名活動を行った。
　③集まった署名は医学部長から日本大学理事長に提出していただいた。

2． 平成 27年 9月 12日（土）に開催した同窓会「桜樹」総会において、高山医学部長が３年後を目標に看護学科を
設置すると話されたことを会報で会員に通知いたしました。

3． その後看護学科開設に向けて、『看護学科設置検討委員会（仮称）』が設けられました。
 委員長は、板橋病院医療管理学教授根東義明先生が指名されました。同委員は、医師 4名、医学部事務 4名、板
橋病院看護部 2名、看護専門学校教務主事 1名、卒業生として桜樹同窓会長他 1名が（1）定められました。

 （資料１参照）
4．平成 28年 3月まで三回の『看護学科設置検討委員会（仮称）』を開催しました。
（1）第一回検討内容
　①最近看護学科を開設した大学の見学報告
　②文部科学省高等教育局医学教育担当看からの情報収集内容の報告
　　－教員確保の現状－学生数－教育内容－準備室開設など
　　その結果、今後の方向性として、日本大学医学部看護学科として開設することが検討された。
（2）第二回検討内容

 　医学部事務局長より、板橋病院改築と、看護学科開設との関係について発言があった。医学部としては、看護
学科開設より板橋病院改築が最優先課題であることを委員会で認識した。

（3）第三回検討内容
 　日大本部の学務部長が出席され、日本大学本部は看護学科設置には賛成であるが、設置時期、設置場所につい

ては検討が必要であるとの見解が話された。
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5． 総会終了後の平成 27年 9月 18日に、文部科学省より大学、大学院、短期大学及び高等専門学校の設置に係る認
可基準の一部改正について、唐突かつ想定外の通知を受けました。具体的には、学生数 4000名以上の大学につ
いて、新規に学部・学科を設置する場合には、その大学のいずれの学部でも過去 4年間の「平均入学定員超過率」
が 1.15倍未満である場合にのみ認可の対象とするとの内容でした。しかし、加えて 300名以上の入学定員をもつ
学部のある大学については、その条件はさらに厳しく、当該学部についてはさらに 1.05倍未満であることが条件
として通知されました。

 不運にも日本大学はこれらの条件にあてはまり、新たに看護学科を新設するには、医学部側の努力だけでは事足
りず、他の学部にもこの厳しい条件をクリアするよう求める必要が出てきました。

 ところが現状では、多くの学部がこの「平均入学定員超過率」の基準を満たしていなかったため、早期に看護学
科の設置申請を行うのが容易でないことがわかりました。

 このような事情で、平成 28年には、看護学科設置検討委員会（仮称）として早期に『看護学科新設準備室』を
開設する方向で検討が進んでいましたが、実際には、看護学科開設にはかなり時間がかかるという見解が優勢に
なっています。

 そこで平成 28年 4月より『看護学科設置検討委員会（仮称）』内に、「看護学科理念検討ワーキンググループ」（資
料２参照）　を設置して、今後も看護学科開設に向けて準備を継続することになりました。ワーキングメンバーは、
根東先生を委員長とし、大井田隆看護専門学校長、日本大学社会医学系衛生学分野岩崎健一教授、日本大学本部
中阿地圭一郎教務課長　卒業生として帝京科学大学医療科学部武政奈保子教授、共立女子大学看護学部母性看護
学和田佳子准教授、看護専門学校岡崎いみ子教務主事、立原幸子板橋病院元看護部長と駒木根由美子です。

 「看護学科理念検討ワーキンググループ」は今年度４回を開催する予定で、特に理念の中核でもあるディプロー
マポリシーを今年度中にも提案する予定です。

 最後に、「看護学科新設」のために皆様から送って頂きました寄付金は、現在 170万円になりました。当初日本
大学の 30周年記念の寄付も目的としていましたが、現段階での寄付は適切でないと判断し控えさせていただい
ています。今後大切に同窓会運営のために使わせていただきます。以上昨年度から 1年間の報告をいたします。

【資料１】　医学部看護学科設置検討委員会（臨時）メンバー　平成 27年度　平成 28年度
・委員長　医療管理学　根東　義明  ・副委員長　看護専門学校　大井田　隆
・委員　学務担当　亀井　聡   ・委員　企画担当　浅井　聡　
・委員　事務局長　小林　清   ・委員　事務長　村上　芳孝
・委員　事務局次長　佐藤　雅省  ・委員　経理長　福井　正人
・委員　平野　雄二　事務長（板橋）  ・委員　立原　幸子（板橋看護部長）
・委員　駒木根　由美子（同窓会桜樹　会長） ・委員　縣　美恵子
・委員　小林　勝幸　（庶務課長）  ・委員　中阿地　圭一郎　教務課長
・委員　金澤　徳智　庶務課長（板橋病院）
・岡崎　いみ子　看護専門学校主事
・外部委員　竹内　登美子（平成 28年 3月 31日解職）（日大看護専門学校卒業生）
・外部委員　武政　奈保子　帝京科学大学医療科学部教授（平成 28年～）（日大看護専門学校卒業生）

【資料２】　理念ワーキンググループメンバー
・委員長　医療管理学　根東　義明  ・副委員長　看護専門学校校長　大井田　隆
・委員　日本大学社会医学系衛生学分野教授　岩崎　賢一
・委員　立原　幸子（元板橋看護部長）
・委員　中阿地　圭一郎　教務課長  ・岡崎　いみ子　看護専門学校主事
・委員　武政　奈保子　帝京科学大学医療科学部教授（日大看護専門学校卒業生）
・委員　和田佳子　共立女子大学看護学部母性看護学准教授（日大看護専門学校卒業生）
・委員　駒木根　由美子（同窓会桜樹　会長）
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